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本年は、仙台藩主伊達政宗が、遣欧使節の支倉常長らをスペインなどヨーロッパに派遣した1613（慶長18）年から数えて400
年目に当たります。これを記念して、2013年6月から2014年7月まで、「日本スペイン交流400周年」事業が日本とスペインの両
国で開催されます。
本誌でも、400周年を記念して、支倉常長や日西間の交流にスポットを当てた記事を特集、スペイン大使のメッセージや、日
本大使による皇太子殿下のスペイン訪問の記事など、いつも以上に盛りだくさんな内容でお届けします。

国宝　支倉常長像　　１６１５年頃
　仙台市博物館蔵
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Me complace dirigir un mensaje de saludo a los 
lectores de la revista “Acueducto” con motivo del 
número especial sobre el 400 aniversario de relaciones 
entre España y Japón.

Durante los últimos años esta revista ha venido 
realizado una importante labor de difusión del idioma y 
la cultura española en Japón, y en especial en la región 
de Kansai, sede de la revista.

En 2013 y 2014 celebramos el año Dual España 
y Japón, que conmemora el cuarto centenario de la 
Embajada Keicho enviada a España en 1613. Partiendo 
de la larga tradición histórica que existe entre nuestros 
países, nuestra contribución a Japón se centra en ofrecer 
una imagen de la España moderna actual mediante 
numerosos eventos y actividades en diversos ámbitos, 
lo que nos permitirá hacer aún más patente este interés 
común y nuestro mutuo deseo de seguir estrechando 
nuestras relaciones bilaterales con Japón.

Por todo ello, quiero reiterar mi felicitación a los 
responsables de la publicación de esta revista, así como 
a sus lectores, a quienes animo a participar en lo posible 
en la celebración de este año a través de las diversas 
actividades que se realizarán por todo el territorio 
japonés, encaminadas a lograr un mayor conocimiento 
y entendimiento entre las culturas española y japonesa.

Miguel Ángel Navarro Portera
Embajador de España en Japón

（日本語訳）メッセージ

　駐日スペイン大使として、スペインと日本の交流400周年記念特

集号の出版に際して、情報誌ACUEDUCTOの読者の皆様にご挨拶出来

ますことを大変嬉しく思います。

　ここ数年、貴誌は日本において、特に本拠地の関西地方で、ス

ペイン語及びその文化の普及に大変ご尽力頂いております。

　2013年と2014年は日本スペイン交流年の年であり、1613年に慶

長使節団がスペインに渡ってから400周年にあたる記念の年であ

ります。交流年を通して、両国の長い交流の歴史を紹介致します

が、日本の皆様にはスペインの新しい近代的なイメージをも打ち

出したく、今後様々な分野でイベントや活動を予定しておりま

す。これら事業を通して、お互いの理解を更に深め、日本との両

国関係を強化していけることと確信しております。

　つきましては貴誌の出版に関わっている方々、そして読者の皆

様に今一度お礼を申し上げます。また本交流年の開催に向けて、

スペインと日本の文化の相互理解を深めるためにも、日本全土で

繰り広げられる様々な行事に是非とも皆様ご参加下さいませ。

ミゲル・アンヘル・ナバロ・ポルテラ

駐日スペイン大使

Mensaje

Miguel Ángel Navarro 
Portera

  ミゲル・アンヘル・ナバロ・ポルテラ

サラマンカ大学ロ－スク－ル卒業。
2004年から2010年までEU欧州連合
事務総長を務めた後、2011年にスペ
イン国外務省より在日本スペイン国特
命全権大使に任命される。
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　スペインは、古くから我々日本人にとって多くの魅力を秘めた国で
す。今年は、1613年（慶長18年）、支倉常長を団長とする慶長遣欧使節
団がスペインに向けて旅立ってから400年目に当たります。支倉一行
は、仙台藩主伊達政宗の命を受け、大御所徳川家康の承認の下、東北
の港（石巻市月の浦）から出帆し、約1年かかって太平洋と大西洋を渡
り、スペイン国王フェリペ3世との謁見を果たしました。これは、日本が
スペインに派遣した最初の日本人公式使節でした。
　このような史実を踏まえ、我が国とスペインは、政府間の合意によ
り、2013年6月から2014年7月まで「日本スペイン交流400周年事業」
（以下、交流年）を行うことになりました（公式サイト：http://www.
esja400.com/jp参照）。期間中、日本とスペインの各地で様々な文化
行事や交流事業が開催されます。この交流年を契機として、日本とス
ペインとの友好と交流が飛躍的に深まることが期待されています。

　そのような中、交流年の名誉総裁を務められる皇太子殿下は、6月
10日から15日まで、交流年の開幕に合わせてスペインを御訪問され
ました。皇太子殿下にとって6回目のスペイン御訪問です。皇太子殿
下は、マドリッドでスペイン王室と旧交を温められたほか、ラホイ首
相との御接見に加え、「サムライ支倉の大いなる旅」と題する記念音
楽会をはじめ5つの交流年開幕記念行事に御臨席になりました。さ
らに、サラマンカ、セビリャ、コリア・デル・リオ、サンティアゴ・デ・コ
ンポステーラの4都市を精力的に回られ、各地で、市民からの暖か
い歓迎や心のこもったもてなしを受けられました。皇太子殿下は、終
始笑顔を絶やさず、真摯で親しみやすい態度で臨まれ、人々に好感
を与えられました。スペインでは、テレビや新聞が、連日、皇太子殿
下の動きを大きく報道したほか、終始、天気にも恵まれ、相互理解の
促進と交流年の開幕を飾る素晴らしい御訪問になりました。

皇太子殿下のスペイン御訪問
～日本スペイン交流400周年の開幕～

サンティアゴ巡礼道を歩かれる殿下

特集 Especial    
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熱狂的な市民の歓迎
　皇太子殿下は、各地で市民から暖かい歓迎を受けられましたが、特にセ
ビリャ県のコリア・デル・リオ市では市民の熱狂的な歓呼を受けられまし
た。同市は、支倉一行の一部が残留して子孫を残し、現在でも「日本」を意
味する「ハポン」姓の人々が600人以上住んでいるところです。40℃に近い
炎天下の中、かなり前から沿道を埋め尽くして待機していた市民や子供達
が、日の丸の小旗を振りながら、当日の気温を圧倒する熱気とともに大声で
「ナルヒート」と連呼しながら皇太子殿下を迎えました。皇太子殿下は、沿
道の市民と親しく握手されながら交流され、グアダルキビル河畔に立つ支
倉常長像の側に桜の木を植樹されました。
　また、皇太子殿下は、ハポン支倉協会会長が教師を務める市内の小学
校を訪問され、授業を参観されましたが、震災復興の願いを込めて生徒が
日本語で歌った「花が咲く」の合唱に深く感銘されたご様子でした。同小学
校の校長によれば、今次殿下の御訪問は400年を経て、コリア住民にとっ
て特別な存在である「日本」が帰ってきたということであり、皆が喜びの気
持ちで一杯であったそうです。

共感を呼んだ震災復興
　慶長遣欧使節団は、今から400年前（1611年）に東北地方を襲った地震・
津波の2年後に、スペイン領メキシコとの交易開始に活路を求めて、復興
努力の一環として派遣されました。今年は、東日本大震災から同じく2年後
に当たることから、震災復興に焦点を当てた「元気な日本展」（共同通信等
の協力による写真展等）が交流年の開幕行事の一つとして開催され、両国
皇太子殿下の御臨席の下に開幕しました。スペインでは、一昨年10月、原
発事故初動対応に当たった「福島の英雄達」にスペインで最も権威のある
アストゥリアス皇太子賞が授与されましたが、写真展を通じ、被災地の人々
の共助と不屈の精神に改めて共感の輪が広がりました。元気な日本展は、
今後一年間かけてスペイン各地を巡回することになっています。

　皇太子殿下のスペイン御訪問の日程は、別掲の通りですが、印象に残っ
た出来事をいくつかご紹介します。

国賓級のもてなし
　皇太子殿下は、スペイン側から心のこもった国賓級の接遇を受けられま
した。外国の国王や元首が泊まるパルド宮殿が宿舎として提供され、儀仗
兵や騎馬隊を伴う壮麗な歓迎式典が行われました。また、国王王妃両陛下
主催午餐会やフェリペ皇太子同妃両殿下主催晩餐会が盛大に開催されま
した。さらに、フェリペ皇太子殿下は、開幕記念行事の多くに皇太子殿下を
ご案内する形で参加されました。これらは、我が国皇室が長年に亘って培
ってこられたスペイン王室との友情の深さと、日本との関係強化に向けた
スペイン側の熱意を感じさせるものでした。

人々の心を打った皇太子殿下の御言葉
　皇太子殿下は、フェリペ皇太子同妃両殿下主催晩餐会でのスピーチの
後半部分をスペイン語で行われました。東日本大震災の時、我々日本人は
「逆境の時の友が真の友」という諺の意味を深く理解したと述べられ、ス
ペイン国民から寄せられた激励や支援にする日本国民の感謝の気持を伝
えられました。明瞭なスペイン語の発音とその内容は、晩餐会の出席者に
大きな感銘を与えました。スピーチが終わると、別室で聞いていたスペイ
ンの報道陣からも拍手と歓声が上がりましたが、報道を通じ、多くのスペイ
ン人にも感動を与えました。
　また、皇太子殿下は、10年ぶりに開催された日西経済合同委員会の開会
式にフェリペ皇太子殿下とともに御臨席になり、御言葉の中で「創造的で進
取の精神に富む企業家」の活躍に期待を寄せられるとともに、「困難に直面
した時こそ思い切った策をとれ（A grandes males, grandes remedios）」と
のスペインの諺に言及されつつ、厳しい経済状況の克服に国を挙げて取り
組んでいるスペイン政府及び国民に対しエールを送られました。

交流年開幕記念音楽会（6月11日 テアトロ・レアル劇場）
貴賓室に迎えられる皇太子殿下

ハポン姓関係者と御懇談される殿下 ラホイ首相との御接見（6月12日 首相官邸）
ラホイ首相に迎えられる殿下

日本美術展オープニング（6月11日 プラド美術館） 
屏風を御鑑賞になる皇太子殿下
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歴史と文化を辿る旅
　皇太子殿下の今回の御訪問は、慶長遣欧使節団派遣から400周年の機
会に、スペインとの交流の歴史を辿る旅となりました。皇太子殿下は、マド
リッドで「支倉常長とその時代展」（支倉が国王に献上した漆器を含む南
蛮漆器展）を、支倉常長家13代目当主の支倉常隆氏等とともに御鑑賞にな
り、また、セビリャのインディアス公文書館では「支倉常長関連古文書特別
展」（支倉常長や伊達政宗の書状、UNESCO記憶遺産登録文書等を含む）
を視察され、当時の歴史を偲ばれました。
　また、欧州最古の大学都市の一つであるサラマンカを御訪問になり、「市
の鍵」を授与されました。天皇皇后両陛下の御訪問をきっかけに設立された
サラマンカ大学日西文化センターを御視察になった後、日本人技師により
修復された大聖堂のパイプオルガンの荘厳な音色を御鑑賞になりました。
　さらに、キリスト教三大聖地の一つとされる、古都サンティアゴ・デ・コン
ポステーラを御訪問され、フランスやドイツから続くサンティアゴ巡礼道
の終着点に近い区間を散策されました。ホタテ貝と瓢箪をあしらった巡礼
者用の杖を片手に、行き交う巡礼者と「ブェン・カミーノ（よい旅を）！」と声
をかけ合いながら歩かれました。サンティアゴ巡礼道は、その姉妹道であ
る熊野古道ともにUNESCO世界遺産に指定されていますが、皇太子殿下
は、既に熊野古道を歩かれており、二つの道を比較しながら自然と伝統を
堪能されました。

水の問題に対する学究的な御関心
　皇太子殿下は、水の問題が世界の人々にとって災害、貧困、衛生、環境等
の面から極めて重要であるとの認識から、従来から国連水フォーラム等に
積極的に参加されています。今回の御訪問においても、150年以上の歴史
を持つマドリッドの上下水道管理公社を御視察になったほか、サラマンカ
大学でも専門家と意見交換を行われました。皇太子殿下の学究的で熱心
な姿勢は、関係者に強い印象を与えました。

ボタフメイロを御覧になる殿下

サラマンカ大学日西文化センター御訪問（6月13日）
日西文化センター美智子様ホールを御視察される殿下 
（写真提供：Comunicación Universidad de Salamanca）

サンティアゴ大司教に迎えられる殿下 「希望の丘」に到着された殿下

御記帳される殿下（写真提供：Comunicación Universidad de Salamanca）
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皇太子殿下のスペイン御訪問日程

6月10日 - 12日（マドリッド）
　歓迎式典（パルド宮殿）
　在留邦人との御接見（大使公邸）
　日西経済合同委員会開会式（造幣局大ホール）
　日本美術展オープニング（プラド美術館）
　国王王妃両陛下主催午餐会（サルスエラ宮殿）
　元気な日本展オープニング（コンデ・ドゥケ文化センター）
　交流年開幕記念音楽会（テアトロ・レアル劇場）
　支倉常長とその時代展（南蛮漆器展）（装飾美術館）
　日本研究者との御懇談（同上）
　ラホイ首相との御接見（首相官邸）
　サンティアゴ・ベルナベウ球技場御視察
　マドリッド州上下水管理センター御視察
　フェリペ皇太子同妃両殿下主催晩餐会（王宮）

6月13日（サラマンカ）
　サラマンカ大学御訪問
　サラマンカ市庁舎御訪問及び市の鍵授与
　大学学長及び市長共催昼食会（フォンセカ迎賓館）
　サラマンカ大学日西文化センター 御訪問
　サラマンカ大聖堂パイプオルガン御視察

6月14日（セビリャ及びコリア・デル・リオ）
　コリア・デル・リオ市御訪問
　　支倉常長像御視察・桜の植樹式
　　ビセンテ・ネリア小学校・市庁舎御訪問
　セビリャ市長主催昼食会（アルカサル宮殿）
　アンダルシア州知事との御接見（州庁舎）
　支倉常長関連古文書展御視察（インデイアス公文書館）
　ハポン姓関係者との交流レセプション
　フラメンコ御鑑賞（フラメンコ舞踏博物館）

6月15日（サンティアゴ・デ・コンポステーラ）
　サンティアゴ巡礼道御散策
　モンテ・デ・ゴソ（希望の丘）御視察
　ガリシア州知事主催昼食会（オスタル・デ・レイジェス・カトリコス）
　サンティアゴ大聖堂御視察及び記念音楽会
　サンティアゴ空港発御帰国

スペインの魅力の再発見
　皇太子殿下は、スペインの強豪サッカー・チーム、レアル・マドリッドの
本拠地、サンティアゴ・ベルナベウ球技場を御訪問され、ペレス会長の案
内で8万5千人の観客を収容する球技場のピッチの中央に立たれました。
また、セビリャでは世界唯一のフラメンコ博物館を御訪問になり、フラメン
コの起源と発展につき説明を受けられるとともに、往年の名ダンサーであ
るクリスティーナ・オジョスやマティルデ・コラル、伝説的な闘牛士クーロ・
ロメロ等とともに、本場のフラメンコを鑑賞され、彼らと親しく懇談されま
した。このように、日本人を魅了して止まないスペインの魅力を再発見さ
れました。

　上述のように、今回の皇太子殿下のスペイン御訪問は、多彩な側面をも
つ有意義なものとなりました。皇太子殿下は、御帰国後に文書で発表され
た「ご感想」の中で、今回の御訪問を次のように振り返っておられます。
「今回の訪問でも、多様なスペインの新たな魅力を発見し、また、多くの新
たな出会いと交流がありました。」「今回の訪問を通じ、4世紀にわたる交流
の歴史があるスペインとの友好関係が、歴史の積み重ねの中で、より一層
緊密で強固なものとなっていることを確認でき、大変嬉しく思いました。」

スペイン駐箚日本国特命全権大使
佐藤 悟

佐藤悟
  さとう さとる  /  Satoru Satoh

1953年生れ。
東京外国語大学スペイン語学科卒
業後、1977年に外務省入省。スペイ
ンで研修後、メキシコ、アメリカ合衆
国、インドネシアの日本大使館に勤
務。中南米局長、外務報道官を歴任
後、2011年9月より在スペイン特命全
権大使を勤める。現在、日本スペイン
交流400周年事業を通じる日西関係
の促進に全力で取り組んでいる。

サンティアゴ・ベルナベウ・サッカー競技場御視察（6月12日）
ペレス会長とピッチに立たれる殿下 （写真提供：realmadrid.com）

クリスティーナ・オジョス氏とフラメンコを御鑑賞される殿下
（写真提供：フラメンコ博物館）



13

特集 Especial    

Montserrat Sanz Yagüe
   モンセラット・サンス＝ヤグエ

1966年、セゴビア生まれ。
マドリッド・コンプルテンセ大学卒業（英語文献
学）。ニューヨーク・ロンチェスター大学修士・博士

課程修了（言語と認知脳科学博士）。1996年から神戸市外国語大学で教鞭
をとり現在同大学教授。研究分野は言語学、言語処理、第二言語習得法に
及ぶ。大学院生のための奨学金を通して文科省が助成する日本語話者の
スペイン語学習法に関する調査チームを指揮。著書及び国際的専門誌へ
の発表論文多数。スペイン語、英語、日本語で社会的テーマに関わる講演
やコラムの執筆も行う。

カテドラルとアルカサル
El año 401

Todos estamos muy satisfechos de celebrar el IV Centenario de 

las relaciones bilaterales entre España y Japón. No hay duda de que 

los intercambios siempre son beneficiosos. Sin embargo, a mí me 
gustaría señalar un curioso fenómeno que quizá pase desapercibido: 

nuestras relaciones bilaterales se parecen más a un cruce de dos 

relaciones unidireccionales, como esos diálogos que consisten en 

dos monólogos paralelos. Por un lado, está claro que el movimiento 

de personas en las últimas décadas se ha producido en su mayor 

parte de Japón hacia España. Por diversas razones, son muchos los 

turistas japoneses que visitan España, pero muy pocos los españoles 

que logran aterrizar en estas tierras del lejano Oriente. Por otro, en 

la internacionalización de Japón desde la revolución de Meiji, el 

conocimiento parece circular en sentido contrario al flujo de personas, 
es decir, de Oeste a Este, siendo los japoneses los que se interesan 

por las innovaciones de occidente, las asimilan y las transmiten en 

su país. A pesar de los japoneses que visitan Europa asiduamente, 

poco es lo que se conoce en Europa, y en particular en España, acerca 

de su modo de vida, de su filosofía, de su arte, de su literatura y de 
sus descubrimientos. En cambio, en Japón hay grandes hispanistas y 

conocedores del flamenco, por ceñirme al tema de España. 
Hace unos años identifiqué este fenómeno claramente. Mis 

alumnos sabían hablar sobre la paella o el Quijote, pero, cuando se 

encontraban en un intercambio cultural en España, eran incapaces 

de satisfacer la curiosidad de su familia anfitriona, que les planteaba 
preguntas sobre Japón. Comencé a sentir la futilidad de formar 

personas que no pudieran servir de verdaderos puentes entre los 

países. ¿De qué les estaba sirviendo a mis alumnos dominar el 

español, si no eran capaces de causar un impacto cultural en el mundo 

hispano? Por otro lado, ¿de qué le servía a mi bella ciudad, Segovia, 

recibir miles de turistas japoneses al mes, si la situación seguía siendo 

como en el siglo XV, donde la distancia nos hacía parecer exóticos 

los unos a los otros y no nos conocíamos en absoluto? Puestos a 

buscar responsabilidades, yo misma asumí algunas, y desde hace 

años formo a mis estudiantes para hablar sobre Japón en español, 

con el objetivo de convertirlos en verdaderos interlocutores. En mi 

clase ya se han acabado las presentaciones y los trabajos sobre los 

sanfermines o el gazpacho, a menos que vayan acompañadas de una 

comparación con las fiestas o la gastronomía de Japón, y la mayoría 
de los trabajos culturales consisten en presentar a los hablantes 

de español los misterios de la vida y de la cultura japonesas. Sin 

embargo, creo que los propios japoneses deben hacer también algo 

de auto crítica: ¿son conscientes de que tienen mucho que aportar a 

Occidente? ¿Se dan cuenta de que la verdadera internacionalización 

no consiste sólo en aprender del otro, sino también en enseñar lo 

propio? ¿Hasta cuándo van a continuar enarbolando esa especie de 

complejo y esa modestia crónica que les impide contar acerca de su 

país con confianza en el extranjero?
Espero que este IV Centenario suponga el fin de nuestros 

monólogos mutuos y que a partir del año 401 seamos capaces 

de comenzar un nuevo y genuino diálogo. Al menos yo seguiré 

trabajando en ello.

Montserrat Sanz Yagüe

　私たち皆がスペインと日本の交流400周年を共に祝うことができ、大変
うれしく思っています。外国との交流はいかなる時も有益であることは間
違いありません。しかしながら、交流が一方通行的なものであったという、
興味深い現象を挙げてみたいと思います。まず、昨今の人的移動は大半が
日本からスペインに向けられたものです。事実、たくさんの日本人観光客
がスペインを訪れますが、日本を訪れるスペイン人は大変少ないのです。
また、明治維新以来、日本の国際化で人々の流れが大きく変わりました。つ
まり、日本人は西洋の進んだ文化に大きな興味を持ち、それを吸収し自国
に持ち込みました。現在、日本人はしばしばヨーロッパを訪れるものの、ヨ
ーロッパ、およびスペインにおける生活様式、哲学、芸術などについて理
解を深める人はそれほど多くはありません。とはいえ、日本に偉大なスペ
イン研究者やフラメンコのプロがいて、スペイン文化の普及に貢献してい
ることも事実です。
　先にあげた両国の一方通行的な交流関係というものを、数年前に私は
明確に確認することができました。私の授業の日本人学生は、パエリアや
ドン・キホーテに関しての知識はあるものの、ホストファミリーから受けた
日本についての質問に、十分答えることができなかったのです。そんな中
で、私はスペイン、日本両国間の架け橋となれない人間を養成してしまっ
ていることに、ふがいなさを感じ始めました。もしスペイン語世界に衝撃
を与えることができないのであれば、何のために私は学生たちのスペイ
ン語力の向上に尽力しているのでしょうか？ もし、とてつもない距離によ
って、お互いをエキゾチックな存在として考え、絶対に知りあうことのでき
なかった15世紀のような状態が現在も続いているのであれば、私の美し
き街セゴビアに多くの日本人観光客が訪れていることに意味はあるので
しょうか？ その後、私は仕事における責務を追求し、学生が本当の意味で
の文化の話し手となるため、数年前から授業で学生が日本文化をスペイ
ン語で話すことができるような試みを始めました。私の授業では、サン・フ
ェルミンやガスパチョといったスペインのお祭りやグルメを、日本のもの
と比較するプレゼンテーションを行いました。そうしたプレゼンテーション
の大半は、スペイン語話者に日本の文化や生活の奥深さを紹介する材料
となりました。しかしながら、日本人自身が自らに問いかけなければなりま
せん。例えば日本人がどういったものを西洋に提示しなければならないの
か、あるいは本当の意味での国際化は、外国文化を学ぶだけではなく、自
国文化も教えることだということに気がついているのでしょうか？ さらに
は、いつまで外国で自信を持って自国について語ることを妨げてきた、コ
ンプレックスや慢性的な謙虚さを持ち続けるのでしょうか？
　私はこの400周年という節目がこれまでの我々の一方通行的な交流を
終わらせ、401年目からは新しくそして価値のある双方的な交流が行われ
ることを願っています。少なくとも私は今後もこのような仕事に取り組みた
いと思っております。

モンセラット・サンス＝ヤグエ
訳　吉野達也

～401年目～
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　主君・伊達政宗の命により、ヌエバ・
エスパーニャ（メキシコ）との交易実現
のために、本国・スペインまで直接交渉
に赴いた支倉たち遣欧使節団だった
が、スペイン国王からはなかなかいい
返事がもらえなかった。
　支倉は、国王の面前でキリスト教の
洗礼を受け、イタリアまで赴きローマ法
王にも謁見し、スペイン国王への口添
えを願う。が、日本ではキリスト教徒弾
圧がさらに強まり、その知らせはヨーロ
ッパにも伝わっていた。支倉たちの交
渉はさらに困難になった。
　それでも支倉は、スペインに残り、国
王からの返書を待ち続けた。その場所
が、セビリャ近郊にあるロレト聖母修道
院である。ここで、彼は1年以上を過ご
した。
　使節団の正使だった修道士ルイス・
ソテロが所属する、フランシスコ会管理
のロレト修道院は、小さな礼拝堂（1384
年建設）があった場所に16世紀に建て
られた。その後、何度も増改築が行わ
れたため、400年前からあった古い部
分は少ない。中庭とそれを囲む柱は数
少ない古い部分である。支倉がここでど
う過ごしていたかの手がかりになる記
録はない。ただ、ソテロが持って来たと
も言われる、日本で殉教した「26聖人」
のひとり、ペドロ・バウティスタ（スペイ
ン人）の遺骸が入っている容器が祭壇
の脇におかれている。

支倉がスペイン最後の日々を過ごした場所

ロレト修道院
400年前にはもっと小規模な建物だった

Especial  特集  
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篠田有史
しのだ ゆうじ/Yuji Shinoda

1954年岐阜県生まれ。フォトジャーナリスト。
24歳の時の1年間世界一周の旅で、アンダルシアの小さな町Lojaと出会
い、以後、ほぼ毎年通う。その他、スペイン語圏を中心に、庶民の生活を撮
り続けている。
【写真展】　スペインの小さな町で（冨士フォトサロン）、遠い微笑・ニカ

ラグア （〃）など。
【本】 「ドン・キホーテの世界をゆく」（論創社）「コロンブスの夢」（新潮社）

「リゴベルタの村」（講談社）などの写真を担当。

　修道院での取材を終え、帰ろうとしていると声をかけられた。この町
の町長さんのグループだった。彼らは、慶長遣欧使節400年イベント
を計画している最中で、つい数日前に「使節団が滞在した農園を発見
した」と教えてくれた。さっそくその農園へ案内してもらった。
　そこはロレト修道院から南東へ3.5kmにある古い農園だった。現在
はパーティ会場などに利用されている。ここは、かつてソテロ一族の
所有だったという。ソテロの家族はセビリャでは名士として知られて
いたから、ここに一族の農園があっても不思議ではない。バリャドリー
ドのシマンカス総文書館に所蔵されている文書には、使節団のサム
ライたちは、マドリードへ行くために、この辺りの農園で旅支度をした
と書かれている。周辺にはオリーブ畑が広がり、農園内には、いまもオ
リーブを絞る器械が残されている。
　1616年の夏から翌年の7月まで、支倉たちはこのオリーブ畑がひろ
がる大地で過ごしたことは、ほぼ確実である。この町・エスパルティナ
スでは、400年イベントとして当時の食材を使った料理コンテストを開
催し、さらに日本との絆を強くするため、日本庭園を作る予定である。

文・写真　篠田 有史

中庭とそれを囲む柱は当時のもの（ロレト修道院） 修道院のシンボルでもあるロレトの聖母像は、当時からのもの

農園内の住居は広く、30人余りの使節団が泊まっても問題はなかったに違いない

最近特定された、使節団がマドリードへの旅支度を整えたという農園
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ハポンさん　望郷の想い

　セビリャの南、コリア・デル・リオのことについては、読者はすで
にとくとご承知のことと思われ、これ以上説明する必要もない。そ
こでここでは、日本側からではなく、彼らハポンさん側の一人の
人物について述べてみたい。
　1998年に、私は初めてそこを訪れた。600人のハポンさんを代
表する、カルバハル・ハポン氏に会うためだった。彼の説明によ
ると、1992年に、支倉常長の出身地の仙台から、彼の銅像が贈ら
れてきた。そしてそれを機に仙台と交流が始まり、彼もそこを訪
れ、支倉家のお墓にもお参りをした。彼はその時に見た日本の田
園風景の美しさに憧れ、できればそこに住んでみたいと強く思っ
たという。

支倉常長の像とハポンさんたち
東日本大震災のときは、左の少年が着ているTシャツを売って寄付を集めた

Especial  特集  
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　その後私は、セビリャへ行くたびに彼にあった。独身で、おまけに私
設の博物館を自宅に造ったりする変り者だった。ところが私は、その
頃から、彼がこの地のハポンさんをどれだけ掌握しているか、またハ
ポンさん自身も、どれだけ自分たちのことを自覚しているかということ
に、いささか疑いの気持ちをもち始めたのである。
　あるとき彼は、ハポンさんが多く集っているバルに、私を連れていっ
てくれた。そこにはざっと、10人ほどのハポンさんがいた。彼らはまぎ
れもなく、日本人だった。体型と顔が、周りのスペイン人よりも低く、小
さい。それはまさに、数十年前の日本人の姿だった。
　そもそもハポンさんの成り立ちについては、ここではそれを証明す
る資料は何もない。しかし現に私が見た彼らの相貌こそが、間違いな
くハポンさんなのだ。ところが、彼らは、日本人ほどには歴史好きでも
なく、自分たちの先祖の出自についても興味が殆どなく、私にとっては
期待外れであった。

　2005年に、カルバハル氏は急死した。69歳だった。彼は最後まで、
日本の田園風景に憧れていた。それはせつない望郷の想いだった。し
かしその夢は、ついにかなえられなかったのだ。記念のこの年に、ど
んな行事があるのか。ただ私は、日本側から押しかけて行くだけでは
なく、双方からの行き来がもっとあればと願っている。それがカルバハ
ル氏の、望郷の想いを果たすことにもなると思うのである。

文　永峯 清成

　スペイン南部のセビリャ近郊にあるコリア・デル・リオ市という人口約3
万人の街に、「ハポン」（スペイン語で日本の意味）という名字の人が650
人以上も住んでいるといわれます。今から400年前に仙台藩主・伊達政
宗の命を受けて石巻（宮城県）を出発した「慶長遣欧使節」はメキシコを
経由してスペインに到着、マドリードで時の国王フェリペ3世と、またロー
マで時の教皇パウロ5世と謁見。その後、再度スペインに戻ってセビリャ
から帰路につきました。しかしながら、使節一行の一部の藩士がコリア・
デル・リオに残って土地のスペイン人女性と結婚してそこに住みつき、代
々ハポンの名字を受継ぎ今に至っています。ハポンさんは、「サムライの
末裔」と信じられています。

永峯清成
ながみね きよなり  /  Kiyonari Nagamine

1932年名古屋市生まれ。
日本ペンクラブ、日本文藝家協会会員
主な作品　スペインもののほかに『楠木一族』、『上杉謙信』、『ヒットラー
我が生涯』など多数あり。

ハポンさんたち
コリア・デル・リオには、ハポン姓を持つ人が650人以上存在する

町の文化センター内にある、故ビルヒニオ・カルバハル・ハポンさんを
記念してつくられた慶長使節団関連の展示室
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　日墨・日欧間に及ぶ壮大なスケールのもと、諸学上の一大アポリア
の領域たる支倉常長・慶長遣欧使節一行が宮城県牡鹿郡月ノ浦を出
帆してから本年10月28日で400周年の大きな節目を迎える。そこで本
稿では、使節一行の足跡を駆け足で辿って見ることにする。

支倉使節団メキシコ・ヨーロッパに向けて船出する
　1613年10月28日、伊達藩士支倉常長およびフランシスコ修道会の
フライ・ルイス・ソテロ神父並びに総勢150余名の日本人が「サン・フ
ァン・バウティスタ号」でメキシコおよびヨーロッパへ向けて月ノ浦港
を出帆し、翌年の1月29日アカプルコ港に到着した。
　この慶長遣欧使節は、メキシコとの直接通商交易の開始を目的に
した幕府と伊達藩合同の「訪墨使節団」とスペイン国王およびローマ
教皇に対する伊達政宗の「キリシタン王」叙任の認証請願や宣教師の
派遣要請を主目的にした伊達藩単独の「訪欧使節団」の２つのグル
ープによって編成されていた。
　使節一行はアカプルコ港からイグアラ経由で、銀の産地タスコやク
エルナバカを通り、3月24日、海抜2,300メートルのメキシコ市に到着
した。使節一行は副王マルケス・デ・グアダルカサール候に謁見し、伊
達政宗からの親書と「申合条 （々和平条約）（案）」の文書のほか、徳川
家康から託された進物を手渡した。メキシコ市では日本人随行員のう
ち64名がサン・フランシスコ教会で集団受洗をした。
　同年5月29日、「訪欧使節団」は本隊と別れてスペインに向けてメキ
シコ市を出発した。そして同年6月10日ベラクルスのサン・ファン・デ・
ウルア港からスペインの船隊に乗船。途中キューバに立ち寄り10月5
日、南スペインのサン・ルカール・デ・バラメダ港に到着した。

スペインでの訪欧使節
　1614年10月21日、訪欧使節団は、アンダルシアの州都・セビリャ市
に到着した。太陽が眩しい町セビリャ、400年前に支倉が見た風景は
今もこの町に息づいている。その時支倉は44歳、人生50年と言われ
た時代、全く異質なヨーロッパ文明に初めて触れた驚きは想像を絶
するものがあったに違いない。
　使節一行はセビリャ市で大歓迎を受けた。一行は市庁舎を訪れ、
市長のサルバチェルラ伯爵に政宗からの親書と進物の刀剣を手渡し
た。支倉らは同市の参議会議員や大司教などと会見した。
　同年11月25日、使節一行はマドリードに向けて出発した。途中トレ

ドではレルマ公爵の伯父のベルナルド・サンドバル枢機卿を表敬訪
問し、12月20日に人口約10万人のマドリード市に到着。国王フェリッ
ペ3世が指定したフランシスコ会の修道院に宿泊した。
　1615年1月30日、支倉とソテロは、スペイン国王の謁見を受けた。支
倉は政宗の親書と前述した「申合条 （々案文）」の文書を国王へ手渡し
た。支倉は、国王謁見という第一の使命を無事に果たした。しかし、謁
見の後、国王陛下からは「申合条 （々和平協定）」に対して何の返事も返
ってこなかった。支倉はこのような国王の態度は思いもよらなかった
であろう。
　1615年2月17日、支倉宿願の洗礼式が国王臨席の下、レルマ公爵が
代父となってマドリードの王立跣足女子修道院付属教会において、厳
かに挙行された。支倉の霊名は「フェリッペ・フランシスコ」と名付けら
れた。受洗式後、支倉は国王に「サンティアゴ騎士団」の騎士に任命して
くれるように懇願したが、日本に住んでいては、騎士団の義務や規則を
遵守することができないなどの理由で却下された。結局、使節一行は、
スペイン政府との外交交渉において何の成果もあげられなかった。

使節一行、ローマ教皇に政宗の「キリシタン王」叙任の認証を請願す
　使節一行は、その後マドリードからバルセロナを経由し、地中海北
部を船で渡ってローマへ赴いた。ローマでは入市式やローマ教皇パ
ウロ5世との謁見式を通して最大級の歓迎を受けた。しかし、これはあ
くまで儀礼的な歓迎であり、むしろローマ教皇はこれらの歓迎式典を

支倉常長・慶長遣欧使節の足跡を辿って
―海外史料を解読し、使節派遣の真相を追う―

当時のセビリャの様子
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大泉光一

おおいずみ こういち  /  Koichi Oizumi

1943年長野県生まれ。日本大学博士（国際関係）
メキシコに留学（UNAM）、研究（IPN）、Bancomer銀行勤務などで通算15
年間滞在。メキシコ国立自治大学（UNAM）東洋研究所研究員、スペイン
国立バリャドリード大学客員教授、同大学アジア研究センター顧問など
を経て、日本大学国際関係学部・大学院教授を歴任。現在、青森中央学院
大学・大学院教授。主な著書に『支倉常長』（中公新書）、『支倉常長　慶
長遣欧使節の真相―肖像画に秘められた実像』（雄山閣出版。本書にて
2006年度・第19回「和辻哲郎文化賞」を受賞）など多数。

通して、カトリック教の威光が東洋の日本にも及んでいることを、全世
界に宣伝する狙いがあったのである。
　使節一行はローマ教皇に対し、宣教師の派遣要請、司教の任命、ス
ペインとの通商交易の開始に対する支援、政宗の日本における「キリ
シタン王」の叙任の認証、「キリスト教徒の騎士団」の創設許可などを
請願したが、宣教師の派遣とソテロの司教任命以外はすべて拒否さ
れ、使節の目的を果たせなかった。
　使節一行は1616年1月7日、ローマを出発し、同年4月、困窮状態で
マドリード郊外に辿り着いた。スペイン政府は、使節一行のローマ
からの帰国を歓迎しなかったばかりか、彼らがマドリードに立ち寄ら
ず、直ちにセビリャに向かわせ、国外追放しようとした。支倉とソテロ
は何とか国王からの返書をもらおうと手段を講じたが、その甲斐もな
く、1617年6月13日、スペイン政府はついに支倉に強制的な国外退去
を命じたのである。

文・写真　青森中央学院大学大学院教授
大泉 光一

支倉常長ローマ法王謁見の図  鶴岡孝夫画

1615年11月3日、ローマ教皇パウロ5世に
ひざまづいて謁見する常長とルイス・ソテロ

Scipione AMATI, Historia del regno di Voxv del Giapone, dell’ 
antichita, nobilta, e valore del svo re Idate Masamvne, 1615

支倉常長肖像（国立国会図書館蔵）
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　日本とスペインの関係は、1549年、ザビエルの鹿児島上陸に始まると
される。この折、キリスト教とともに日本に持ち込まれたものに、西洋音
楽がある。キリスト教の布教に、音楽は不可欠なのだ。そしてザビエル
来日から約30年後、有馬のセミナリヨでは音楽教育のカリキュラムが組
まれ、西洋楽器の演奏や歌唱のレッスンも行われていた。そこで学んだ
少年たちが、「天正遣欧少年使節」としてポルトガル、スペイン、イタリア
を歴訪し、歓待されたことは周知のとおりである。
　彼らが、エヴォラの大司教教会や、スペインでの皇太子宣誓式など
で、当代スペイン人作曲家の手になる宗教音楽を耳にした可能性は高
いと考えられている（エヴォラのあるポルトガルは、当時スペインに併
合）。やがて帰国した少年たちは豊臣秀吉に謁見、西洋楽器を演奏して
大層気に入られたという。しかしその後、秀吉はバテレン追放令（1587
年）、禁教令（1596年）とキリスト教徒に対する態度を硬化させていき、
本格的な弾圧が始まる。キリスト教にまつわるものは焼却や破壊の憂
き目に遭い、種が蒔かれたかにみえた西洋音楽も、この地から跡形もな
く消えてしまったのだった。

　時は流れて300年余。長い鎖国から目覚めた日本にとって、スペイン
はすでに遠い国となっていた。諸制度を整えるにあたり、先進国である
ドイツやイギリスに規範を求めた日本は、西洋音楽の教育もドイツに
倣うこととなった。それでも、来日歌劇団が上演するビゼーの歌劇《カル
メン》により、情熱的で躍動感あふれるスペイン風音楽が人々の耳に入
り、1920年代になると、サラサーテやファリャの器楽曲が、機会は少な
いながらも東京音楽学校の演奏会などで紹介されるようになっていた。
　しかし、スペイン音楽を広く知らしめた最初の音楽家と言えば、や
はりアンドレス・セゴビア（1893-1987）ということになろう。すでにレ
コードによって知られていた「ギターの神様」が初来日を果たしたの
は、1929年のこと。東京だけでも5回の演奏会が行われ、ソル、タレガ、ト
ローバ、マラッツ、アルベニス、グラナドス、トゥリーナなど、スペインを
代表する作曲家の作品が多数演奏された。深く美しい「セゴビア・トー
ン」で奏されるスペインの音楽は、人々に鮮烈な印象を与えたことだろ
う。昭和の歌謡界屈指のヒットメーカー古賀政男も、このときの公演に
衝撃を受けた1人だった。
　実は同じ年、「カスタネットの女王」「フラメンコ界のパヴロワ」と賞さ
れたラ・アルヘンティーナ(1890-1936）も初来日している。この不世出の
踊り手は、アルベニス、グラナドス、ファリャといったスペイン近代民族
楽派を代表する作曲家たちの楽曲で、素晴らしいスペイン舞踊を披露
したのだった。

日本・スペイン音楽面の交流

下山静香     しもやま しずか / Shizuka Shimoyama
桐朋学園大学卒。文化庁派遣芸術家在外研修員としてスペインへ渡り、マドリード、バルセロナで研鑽。スペイ
ン各地に招かれリサイタルを行い、「スペインの心を持つピアニスト」と賞される。ラジオ、テレビ番組での演奏
多数、これまでに5枚のCDをリリース。現在、スペイン・中南米音楽を含む多彩なレパートリーと柔軟な感性を
もつピアニストとして活発な演奏活動を展開。さらに執筆・翻訳・講演・トーク・・・とマルチにこなすユニークな
存在として注目を浴びている。6冊の共著のほか、翻訳書に『サンティアゴ巡礼の歴史　伝説と奇蹟』（原書房） 、
校訂・解説を担当した楽譜にグラナドス ピアノ作品集、アルベニス ピアノ作品集 （ヤマハミュージックメディア） 
がある。桐朋学園大学非常勤講師。 JML音楽研究所にて「スペイン音楽ピアノ演奏講座」開講中。

Official Web Site  http:// www.h7.dion.ne.jp/~shizupf   ブログ  http://ameblo.jp/shizukamusica         

◆コンサート、講座情報◆
下山静香＜ラテンアメリカに魅せられて＞vol.5　10月3日（木）　スペースDo
朝日カルチャーセンターにてスペイン音楽講座   ◇ 湘南教室11月30日（土） ◇ 横浜教室10～12月第4火曜

　60年代からは、ビクトリア・デ・ロス・アンヘレス（1923-2005）、テレ
サ・ベルガンサ(1936-)、ドミンゴ（1941-）、カレーラス（1946-）などの名
歌手たちがくり返し来日、サルスエラのアリアやスペイン民謡をプログ
ラムに盛り込んで、私たちを沸かせてくれている。
　日本との関わりということでは、チェロの巨匠ガスパール・カサド
（1897-1966）にも触れておきたい。カザルスの高弟としても知られる
カサドの伴侶は、ショパン国際ピアノコンクールに初参加した日本人ピ
アニスト、原智恵子である。夫妻は「デュオ・カサド」として国際的に活
躍、1962年の日本公演は「愛の二重奏」と賞された。2001年に世を去っ
た原の遺志を継いだ八王子の有志たちによって、現在「ガスパール・カ
サド国際チェロコンクールin八王子」が開催されており、とかくカザルス
の影に隠れがちなカサドの名前とその音楽が、市民の手で世界に発信
されている。
　その他、イエペス、ラローチャ、ロドリーゴなど、スペイン音楽の真髄
を直接伝えてくれた音楽家は枚挙にいとまがないが、それはまた別の
機会に譲ろう。

　ところで、かの地において、日本の音楽文化はどう受け止められてい
るのだろうか。残念ながら、伝統的な邦楽が演奏される機会は非常に限
られているが、日本のポップスやロックは、スペインの若者にも知られ
ている。下地として、幼少時の彼らが日本のアニメに親しんでいたという
こともあるのかもしれない。90年代からコアなファンを獲得しているの
は、X JAPANを代表格とするビジュアル系ロックバンド。10年近く前、あ
るサラゴサ在住スペイン人男性にお気に入りのミュージシャンを尋ね
たら「椎名林檎」と返ってきたし、ここ数年注目されているのは、何といっ
てもきゃりーぱみゅぱみゅだ。もちろん、これらはスペインだけに限った
現象ではないが、彼らの音楽パフォーマンスに現れる独特の感性が、ス
ペインでも若者を惹きつけていることは事実である。

　最後になるが、スペイン音楽の紹介・啓蒙に情熱を捧げてきた日本
人研究者、演奏家は決して少なくない。紙面の都合上、名前を挙げるこ
とは叶わないが、長らく「傍流」の位置に甘んじていたスペイン音楽がこ
こへ来て光を浴び始めているのは、彼らの功績あってこそである。時満
ちてと言うべきか、2007年に開館したセルバンテス文化センター東京
が、興味深い音楽イベントを継続的に提供しており、本場の音楽シーン
を気軽に楽しめるようにもなっている。
　日本人と相性が良い、と言われるスペイン音楽。今後も、音楽面での
日西交流が活発に行われることを大いに期待したい。

下山  静香


